
第６学年 算数科 授業力向上案

日 時：平成 23年 12月 9日（金）14:35～15:20

授業者：松岡 健

場 所：６年３組教室

１ 単元名 「順序よく整理して調べよう（場合の数）」

２ 単元のねらい 具体的な事柄について，起こり得る場合を順序よく整理して調べることができるようにし，筋道立てて考えようとする態度を身につける。

３ 本時の指導（４／６）

本時のねらい ・組み合わせについて，落ちや重なりのないように調べる方法を考え，その方法を理解する。

目指す児童の姿（表現） ・図や表を用いながら落ちや重なりがない組み合わせを考え，説明することができる。

１０１の授業技術 学習活動の流れ 目指す具体的な児童の姿

１ 問題を知る。（３分）

２ 課題を知る。（２分）

３ 自力解決に取り組む。（１０分）

４ 考えを発表する。（１０分）

５ それぞれの考えを比べて，気づいたこと

を発表する。（１０分）

６ 本時のまとめをする。（１０分）
・適用問題に取り組む。

次のように，試合の組み合わせをノートに

書いたり，発表したりしている。

ゆみさんの考えは重なる部分をかかない

ので書く量が少ないです。Ａ対Ａのように同

じチームを組み合わせることも防げます。
【習熟を深める段階でのICTの活用】

・三つの考え方についての習熟を深めるため

に，それぞれの解き方を表や図で示す。

【TCCC で思考を深めるための指導】

・落ちや重なりがないように組み合わせる方法

や留意点を，互いに補い，深めるために考え

を発表させる。

【課題提示段階での ICT の活用】

・「各チームと１回ずつ」の意味を正しく理解

させるために，パワーポイントを活用して説

明する。

しんじさんの考えは書くのも簡単で，重な

りも防げます。チーム数を頂点で表し，それ

を結んだ辺と対角線の線の数で試合数が分

かります。

樹形図を使って考えます。ＡＢとＢＡは同

じなので消し，他の重なっている部分も消し

ます。

落ちや重なりがないように組み合わせ

る方法を考えよう。

Ａから順番に試合を組んでいき，重なった

相手は抜かして数えていきます。


